
バロン日仏つなぐ翼
第1次世界大戦中、フランス遍軍

に従軍してドイツ軍と戦った名古屋

生まれのパイロットがいた。現地で
しば の きよ

「バロン(男爵)」と呼ばれた滋野清

長氏。 1oo年め時を経て、名古屋市

の姉妹都市でフランス北部ランス市

の大学が、名古屋大との交換留学を

進めるため「徘野清武奨学金」を創

設し、両国の学生在結ぶ懸け橋とし

て再び脚光を浴びている。

滋野清武第1次大戦仏軍で最高勲章

け
ら
れ
た
。

滋
野
氏
が
病
気
療
養
の
た
め
仏
軍
か

ら
退
い
て
百
年
衡
の
二
〇
一
七
年
。
第

一
次
大
戦
で
壊
滅
し
た
ラ
ン
ス
市
と
第

二
次
大
戦
で
市
街
地
が
破
壊
さ
れ
た
名

古
屋
阪
ば
-
戦
禍
か
ら
よ
み
が
え
っ
た

共
通
項
や
美
術
館
同
士
の
交
流
が
縁
で

姉
妹
都
市
に
な
っ
た
。
‾

も
と
も
と
数
学
の
研
究
分
野
を
通
じ

て
名
大
と
交
流
が
あ
っ
た
ラ
ン
ス
・
シ

ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
・
ア
ル
デ
ン
ヌ
大
は
昨

年
、
姉
妹
都
市
協
定
を
機
に
学
生
同
士

の
留
学
も
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
奨
学
会

を
創
設
。
冠
名
に
す
る
象
徴
的
な
人
物

と
し
て
、
滋
野
氏
に
目
を
付
け
た
。

第
一
号
と
し
て
昨
年
、
数
学
を
研
究

す
る
名
大
院
生
三
人
と
ラ
ン
ス
大
貌
生

一
人
が
互
い
の
大
学
へ
十
五
日
間
の
短

期
留
学
を
す
る
旅
費
と
滞
在
費
に
相
当

す
る
千
八
百
七
十
噌
(
約
二
十
三
万
円
)

を
支
給
し
た
。
そ
の
一
入
で
各
大
院
修

士
二
年
の
豊
田
祥
史
さ
ん
(
一
一
一
一
〇
は
ラ
ン

ス
滞
在
中
、
現
地
の
研
究
者
ら
と
意
見

交
換
を
重
ね
る
中
で
論
文
執
筆
の
ヒ
ン

ト
を
得
た
噌
「
あ
の
経
験
で
自
分
の
中

の
骨
か
が
変
わ
っ
た
。
滋
野
氏
が
つ
く

っ
て
く
れ
た
縁
に
感
謝
し
た
い
」
と
話

す
。

年
、
陸
軍
幹
部
だ
っ
光
父
の
名
古
屋
赴

任
中
に
生
ま
れ
た
。
日
本
人
が
初
飛
行

に
成
功
し
た
一
九
一
〇
年
、
航
空
先
進

国
だ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
操
縦

技
術
を
習
得
し
た
。

「
バ
ロ
ン
滋
野
の
生
涯
」
(
文
芸
春

秋
、
平
木
国
夫
著
)
に
よ
る
と
、
妻
が

病
死
し
失
意
の
底
に
い
だ
滋
野
氏
が
、

知
人
か
ら
「
匪
殺
す
る
な
ら
飛
行
機
乗

ゆ
に
な
る
の
が
近
道
だ
」
と
言
わ
れ
て

発
奮
し
、
航
空
分
野
に
興
味
を
抱
い
た

と
さ
れ
る
。

が
勃
発
す
る
と
、
仏
軍
入
隊
を
志
願
。

日
本
の
飛
行
雑
誌
関
係
者
が
「
東
洋
入

に
お
け
る
最
初
の
宙
返
り
飛
行
を
な
し

た
る
人
」
と
評
し
た
操
縦
術
を
駆
使
し
、

五
機
以
上
の
敵
機
を
撃
墜
し
て
「
エ
ー

ス
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
」
の
称
号
を
受
け
た
。

一
五
年
八
月
の
あ
る
日
、
ド
イ
ツ
軍

占
領
下
だ
っ
た
ラ
ン
ス
市
上
空
を
偵
察

中
、
地
上
か
ら
砲
撃
を
受
け
た
。
持
ち

前
の
操
縦
術
で
か
わ
し
た
砲
弾
は
五
百

六
十
二
発
。
仏
軍
部
か
ら
「
勇
気
と
感

嘆
す
札
き
意
思
力
」
と
評
価
さ
れ
、
最

ラ
ン
ス
大
が
奨
学
金
、
名
大
と
交
流

滋
野
清
武
氏
陸
軍
名
古
屋
鏡
台
の

司
令
官
だ
っ
た
男
爵
の
子
に
生
ま
れ

る
。
広
島
陸
軍
幼
年
学
校
を
中
退
。
銘

歳
で
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
万
国
飛
行

免
状
を
取
得
。
 
4
2
歳
で
死
去
し
た
。
再

邇
G
自
ら
設
計
し
た
飛
行
機
「
わ
か
鳥
号
」
に
腰
掛

け
る
滋
野
清
武
氏
日
⑬
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ポ
ラ
ッ

J

ク

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

一
G
奨
学
金
を
使
っ
て
来
日
し
、
名
古
星
大
大
学
院

一
の
学
生
と
数
式
の
意
見
を
交
わ
す
フ
ラ
ン
ス
人
学

:
生
廊
=
名
古
屋
大
大
学
院
で
(
ラ
ン
ス
大
提
供
)

婚
し
た
仏
人
女
性
と
の
間
に
も
う
け
た

2
男
は
と
も
に
音
楽
家
と
な
り
、
次
男

の
ロ
ジ
ェ
滋
野
氏
(
故
人
)
は
ド
リ
フ

タ
ー
ズ
加
入
前
の
高
木
ブ
ー
氏
、
仲
本

工
事
氏
ら
と
バ
ン
ド
を
組
ん
だ
。

ラ
ン
ス
大
は
一
九
年
度
、
名
大
な
ど

と
共
同
で
国
際
数
学
研
究
会
を
現
地
で

開
催
す
る
ほ
か
、
奨
学
金
の
対
象
を
名

古
屋
市
立
大
生
に
拡
大
す
蚕
]
と
も
検

討
。
ギ
ヨ
ー
ム
・
ジ
ェ
レ
学
長
は
取
材

に
「
滋
野
氏
は
名
古
屋
と
ラ
ン
ス
に
古

く
か
ら
縁
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
シ

ン
ボ
ル
。
奨
学
金
を
軸
に
交
流
を
深
め

た
い
」
と
語
っ
た
。
ノ

yishiyingzhi
ハイライト表示
University of Reims-Champangne-Ardenne, which had had already interaction with Nagoya University through study of Mathematics, founded a fellowship so as to promote exchange of students on the occasion of sister city agreement. Mr. Shigeno is regarded as a symbol of the fellowship. 

yishiyingzhi
ハイライト表示
As the first employees, three students of NU and one student of URCA received 1870 Euro each for their visit to the counter part for 15 days. Mr. Shoji Toyota, one of the students, got hints for writing his paper from discussions with researchers at URCA. He says "Something in my mind has changed through that experience. I should like to thank Mr. Shigeno for bringing me such a wonderful connection with them"  

yishiyingzhi
ハイライト表示
URCA holds an international mathematical conference in 2019 with NU and other universities, and URCA considers extending the target of the fellowship to Nagoya City University.  

yishiyingzhi
ハイライト表示
President Guillaume GELLÉ says "Mr. Shigeno is a symbol of log history between Nagoya and Reims. We like to deepen the interaction utilising the fellowship". 

yishiyingzhi
ハイライト表示
URCA founded a fellowship and made interaction with NU




